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   「かかりつけの歯科医」とは 

 
                      公益社団法人 日本歯科医師会 
                       
 「かかりつけの歯科医」とは「患者さんのライフサイクル」に沿って、

継続的に口と歯に関する保健・医療・介護・福祉を提供し、地域に密着し

た幾つかの必要な役割を果たすことができる歯科医のことです。そのため、

「かかりつけの歯科医」は常に必要な研修を行っています。 

（2005年日本歯科医師会資料改変） 

 

かかりつけの歯科医に求められる機能および役割 

・必要な初期歯科医療および継続的歯科医療 
・患者相談・保健指導・予防活動 
・必要に応じた専門機関への紹介（医科・歯科・病診・診診連携） 
・病院・施設等における入院・入所中患者に対する歯科医療・口腔機能管理 
・障害者・要介護者・高齢者に対する歯科医療・口腔機能管理 
・歯科訪問診療・介護サービスへの対応 
・他職種とのチーム医療連携 
・地域の実情に応じた地域包括ケアへの対応 
 などが考えられる。 
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【参考資料 1,2 のまとめ】 

 

 過去の同様の調査（口腔衛生会誌 1998）では、かかりつけの歯科医に対するイメージは、

国民と歯科医師では乖離している部分も認められていたが、歯科医師の意識の向上も認め

られた。連携等さらに必要な機能の重要性を国民に周知していくことも重要である。 
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【参考資料１】 日本歯科総合研究機構報告書より 
                                       
 
                                          
 
 

  
【調査結果のまとめ】 

 

・2015 年 6 月 26 日～29 日にかけてインターネット調査を業者に委託実施した。 

・対象は、人口比率に応じた、20 歳以上の男女 10,000 名とし、本人および家族の職業が 

歯科医療関連の者、5 年以上歯科診療所の受診がない者については除外した。 

国民に対する「かかりつけの歯科医」に関する調査 【結果概要】 
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 【参考資料 2】   日本歯科総合研究機構報告書より                                    
 
 

・2015 年 8 月上旬に個人立および法人立を含む日本歯科医師会会員が開設者等となっている 

歯科診療所を、無作為に 1/10（5,191 歯科診療所） を抽出し郵送調査を実施した。 

・有効回答率 47.6 ％（9 月 18 日までに回収） 

 

 

【調査結果のまとめ】 

                          

歯科医師に対する「かかりつけの歯科医」 等に関する調査【結果概要】 

4

HTTSM
楕円


